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PADDLE プロジェクト 事務局 御中 

同意書 
 

本契約の第 1 条から第 6 条までの内容を確認のうえ、同意する場合は、以下のチェックボックスに✔を
記入してください。 
 
□ 第 1条 

 私（保護者、以下「甲」という）は、応募者が、京都大学 学生総合支援機構 附属ディスアビリティ・
インクルージョンセンター（DIIN Center）（以下「乙」という）の「PADDLE プロジェクト」の選考に
参加することに同意します。甲は、乙が行う PADDLE プロジェクト参加者（以下「参加者」という）の
選考のために、応募者の障害や病気等に関する情報を乙に提供することを認めます。また、甲は、応募者
が参加者として採用された場合、参加者に提供されるプログラム（以下「プログラム」という）に継続的
に参加することに同意します。甲は、免責事項、応募書類の個人情報の取り扱い、記録物の取り扱いにつ
いて、以下の内容を確認し、同意します。 

 
□ 第 2条 免責事項について 

 応募者は、プログラムの開催期間に、必要に応じて事務局が用意する民間の保険（旅行保険等）に加入
します。甲は、プログラム期間中に生じた事故・怪我・盗難について、乙及び京都大学、共催・協力・後
援の団体・企業が、乙の故意または重過失によらない限り、一切の責任を負わないことに同意します。 
 

□ 第 3条 個人情報の取り扱いについて 
 甲は、参加者が応募書類に記載した個人情報（以下「応募された個人情報」という）を、乙がプログラ
ム運営資料として利用することに同意します。またその際、乙は応募された個人情報を甲の許可なく第三
者に提供しません。乙は応募された個人情報を厳重に管理し、個人情報の保護に努めます。また、甲は、
乙が応募書類の原本を返却しないことに同意します。乙は、応募者が参加者に選抜されなかった場合、応
募された個人情報を速やかに廃棄します。選抜された応募者の個人情報については、プログラム期間中は
厳重に管理したうえで保存し、プログラム修了後、一定のフォローアップ期間（最長 5 年間）を経たのち、
適切に廃棄します。 
 

□ 第 4条 記録物の取り扱いについて 
 甲は、プログラム中、乙による写真・動画撮影が行われることに同意します。乙は、プログラム開催期
間に収集した情報（氏名、写真及び映像）を報告書に掲載します。写真および映像は、プログラム広報資
料・DIIN Center の公式ホームページ・SNS・公式イベント資料にも使用することがあります。ただし、
甲が個別の写真や映像の使用を望まない場合は、乙に申し出ることで対応を協議するものとします。甲は、
プログラム期間中に撮影された画像・動画の肖像使用に関して、甲に帰属する一切の権利を乙に譲渡し、
その権利が甲に帰属する旨の主張をいたしません。 
 

□ 第 5条 秘密保持事項について 
 1. 甲は、次に示される情報について、乙の許可なく、不正に開示又は不正に使用しないことに合意しま
す。甲は、次に示される情報をプログラム参加目的のみに使用し、第三者に一切の口外をしません。 
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① プログラムに参加した際に知った関係者及びその家族の情報や秘密事項 
② プログラムに参加することで知り得たプログラムに関する内容、製作物に関する情報 （ホームページ
等で公開されている内容は除く） 
③ 乙の人事、経理、職員等の個人情報、及び、関連する情報 
④ その他、乙が秘密保持すべき対象と指定した情報 
 

2. 甲が秘密情報の創出又は取得に関わった場合、遅滞なくその内容を乙に報告するとともに、それら
秘密情報が、乙がプログラム実施上作成したものであることが確認された場合、当該情報の帰属が乙にあ
ることに同意します。甲がプログラム参加中に創作した成果物の知的財産権は、原則として甲に帰属しま
す。ただし、乙がプログラムの運営目的で作成した情報に関する権利は乙に帰属するものとします。 
 

3. 甲は、以上の秘密保持について、プログラム終了後においても、不正に開示又は不正に使用しない
ことに合意します。また、甲は、秘密情報が記載・記録されている媒体の複製物、及び、関係資料等があ
る場合には、プログラム終了時に、これを乙にすべて返還もしくは廃棄し、自ら保有しません。 

 

□ 第 6条 調査・研究への協力について 
 乙は、障害のある児童生徒・学生等の学習や活動に役立つ支援に関する社会全般への理解啓発・情報提
供のため、障害や病気による困難を抱える若者たちの修学支援、キャリア移行支援、IT 機器の活用、地域
資源の活用に関する社会環境の改善を目的とした調査及び研究を行うことがあります。甲は、乙が行う調
査・研究への協力依頼を受け取ることに同意します。ただし、協力の可否は甲の自由意思に基づくもので
あり、甲の協力の有無によって不利益が生じることはありません。また、乙が調査・研究を行う際には、
個人情報の取り扱いについて別途同意を得るものとします。 

 
 
 

日 付 西暦 2025 年     月     日 

応募者 氏名 (署名)  

保護者 氏名 (署名)  続柄  

※保護者の署名が必要です 
※応募者本人の署名が難しい場合は、保護者による代筆でも結構です 
 


